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咀
嚼
で
健
康
寿
命
を

咀
嚼
で
健
康
寿
命
を
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安
倍
政
権
が

本
性
む
き
出
し

で
沖
縄
の
基
地

反
対
運
動
の
弾

圧
に
乗
り
出
し
た
。
地
域
の

警
備
体
制
で
は
手
ぬ
る
い

と
、
警
視
庁
の
精
鋭
を
繰
り

出
し
た
。
西
南
戦
争
の
時
み

た
い
で
、
も
は
や
政
府
と
沖

縄
県
と
の
国
内
戦
争
み
た
い

だ
。

　

安
倍
の
強
気
の
背
景
の
一

つ
に
は
景
気
回
復
だ
と
自
賛

す
る
株
価
上
昇
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
中
国
の
習
体
制

の
対
外
強
面
の
危
機
感
が
あ

る
。
幸
い
沖
縄
に
は
他
の
ア

ジ
ア
地
域
み
た
い
に
華
僑
系

の
住
民
が
多
い
訳
で
は
な
い

か
ら
、
中
国
が
漢
人
保
護
の

た
め
に
干
渉
し
て
く
る
線
は

な
い
。
安
倍
の
思
惑
に
は
ア

メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
へ
の

配
慮
協
力
姿
勢
が
強
い
。

　

米
中
が
緊
張
を
高
め
る
中

で
、
ア
メ
リ
カ
は
中
東
戦
略

の
泥
沼
化
（
ベ
ト
ナ
マ
イ
ゼ

イ
シ
ョ
ン
）
で
力
を
消
耗
し

つ
つ
あ
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア

で
は
日
本
の
積
極
的
協
力
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
倍
は
両
手
で
口
を
塞
ぎ

な
が
ら
「
日
本
は
ア
メ
リ
カ

の
属
国
な
の
だ
。
国
民
は
分

か
っ
て
く
れ
」
と
祈
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
前
の
選
挙
で
勝

っ
た
安
倍
が
図
に
乗
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。

今日の数字

１万9793施設
　「CAD/CAM冠」算定の施設基
準の届出をしている歯科医療機
関数。全体の３割に当たる。

歯
科
現
場
の
声
を
府
政
へ

要望書の主な内容

中医協

　

歯
科
医
療
現
場
の
声
を
大
阪
府
に
届
け
よ
う
と
、
協
会
は
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
や
歯
科
医
療
提
供
体
制
の
充
実
、
指
導
・
監
査
の
改
善

な
ど
を
求
め
て
12
月
10
日
、
大
阪
府
と
交
渉
す
る
。

　

「
咀
嚼
」
と
「
健
康
長
寿
」
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
は
３
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
市
民
講

座
を
開
催
し
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
高
齢
者
歯
科
分
野
教
授

・
水
口
俊
介
氏
が
講
演
し
た
。
市
民
ら
１
０
４
人
が
参
加
し
、
最
新

の
研
究
を
踏
ま
え
た
口
腔
と
全
身
の
健
康
づ
く
り
を
学
ん
だ
。

　

健
康
寿
命
へ
の
取
り
組
み

は
、
高
齢
者
一
個
人
の
身
体

的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
留
ま

ら
ず
、「
高
齢
社
会
の
社
会

問
題
の
解
決
に
も
不
可
欠
」

と
語
っ
た
水
口
氏
。

　

口
腔
機
能
の
低
下
は
高
齢

者
の
社
会
参
加
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
と
の
べ
、
社
会
性
を

失
わ
ず
に
生
活
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
。
現
在
ト
ピ

ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
歯
・
口
の

機
能
の
虚
弱
）」
や
「
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

（
骨
格
筋
量
の
減
少
に
よ
る

日
常
生
活
困
難
）」「
フ
レ
イ

ル
（
要
介
護
状
態
に
な
る
前

の
高
齢
者
の
虚
弱
）」
な
ど

の
最
新
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
触

れ
な
が
ら
、
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
へ
と
陥
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
、
高
齢
者
の
生
活
に
か

か
わ
る
専
門
職
同
士
の
連
携

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
咀
嚼
の
み
な

ら
ず
食
事
が
認
知
症
に
与
え

る
影
響
や
口
腔
機
能
が
全
身

状
態
に
与
え
る
影
響
を
最
新

の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
て
紹

介
。
適
切
な
義
歯
ケ
ア
や
義

歯
使
用
に
基
づ
く
食
事
指
導

　「保険でよい歯科医療を大阪連絡会」は11月
３日午前、難波髙島屋前で街頭宣伝を行い、
保険のきく歯科治療の拡充や患者窓口負担の
引き下げなどを求める請願署名への協力を訴
えた。協会の役員・事務局などが参加した。

◇ 子ども医療費助成の対象を中学
卒業に拡大し、所得制限を撤廃
◇歯科口腔保健条例を制定
◇ 歯科衛生士・歯科技工士学生対
象の無利子の奨学金制度を創設
◇障害者歯科治療施設の整備
◇指導結果の判定基準の明確化

に
よ
っ
て
咀
嚼
力
が
向
上
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
「
フ

レ
イ
ル
」
に
陥
る
こ
と
を
防

げ
る
と
示
唆
し
た
。

　

在
宅
歯
科
医
療
の
ニ
ー
ズ

の
増
大
に
伴
い
歯
科
医
師
の

不
足
や
歯
科
に
割
り
当
て
ら

れ
る
医
療
費
の
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
と
強
調
。
２
０
２
５

年
問
題
で
歯
科
医
療
界
は
大

き
な
転
機
に
な
る
と
述
べ
、

「
削
減
一
辺
倒
の
歯
科
医
療

費
を
ひ
っ
く
り
返
す
に
は
こ

の
転
機
を
逃
さ
ず
に
大
学
と

一
般
臨
床
医
と
の
連
携
・
努

力
が
必
要
」
と
力
説
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
世
話
人
を

代
表
し
石
橋
哲
夫
氏
が
あ
い

さ
つ
し
、
保
険
で
良
質
な
歯

科
医
療
の
拡
充
や
患
者
窓
口

負
担
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

請
願
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

 

（
港
区
・
平
尾
清
司
）

術
の
再
評
価
に
つ
い
て
審
議

し
た
。
厚
生
労
働
省
は
「
幅

広
い
観
点
か
ら
評
価
が
必
要

な
技
術
」
と
し
て
７
３
７
件

を
提
案
し
、
そ
の
内
歯
科
関

連
は
57
件
。

　

歯
科
の
新
規
技
術
分
野
で

は
有
床
義
歯
機
能
検
査
、
う

蝕
再
発
予
防
管
理
料
、
間
接

法
に
お
け
る
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ

ス
ト
と
レ
ジ
ン
コ
ア
併
用
の

支
台
築
造
、
歯
冠
長
延
長

術
、
舌
圧
検
査
な
ど
。
既
存

技
術
で
は
歯
内
療
法
の
４
根

管
の
評
価
な
ど
が
挙
が
っ
て

　

新
聞
部
は
機
関
紙
新
年
号
へ
の
会
員
投
稿
を
募
集
し
て

い
る
。

　

原
稿
は
、
①
趣
味
②
日
常
臨
床
③
新
年
に
思
う
こ
と
④

エ
ッ
セ
イ
や
俳
句
⑤
旅
行
記
⑥
干
支
（
申
）
に
関
す
る
こ

と
―
―
な
ど
。
６
０
０
字
以
内
。

　

写
真
は
、
新
年
や
冬
に
ま
つ
わ
る
風
景
・
人
物
・
家
族

写
真
な
ど
。

　

郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
（
写
真
除
く
）、
メ
ー
ル
で
新
聞
部

ま
で
。
原
稿
は
顔
写
真
を
同
封
。
11
末
日
必
着
。

フ
ァ
ク
ス　

06
―
６
５
６
８
―
０
５
６
４

メ 

ー 

ル　

akira_kn@doc-net.or.jp

　

中
医
協
の
医
療
技
術
評
価

分
科
会
は
10
月
30
日
、
２
０

１
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

の
保
険
導
入
に
向
け
た
新
規

医
療
技
術
の
評
価
と
既
存
技

い
る
。

　

来
年
１
月
下
旬
に
同
分
科

会
で
評
価
結
果
を
取
り
ま
と

め
て
中
医
協
総
会
へ
報
告
す

る
。厚

労
省
が
検
討

　

厚
生
労
働
省
の
先
進
医
療

会
議
は
11
月
５
日
、
２
０
１

６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
、
先
進
医
療
で
実
施
し
た

医
療
技
術
の
保
険
導
入
を
検

討
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
中

医
協
・
医
療
技
術
評
価
分
科

会
の
関
連
資
料
を
も
と
に
検

討
の
参
考
と
す
る
方
針
を
了

承
。
歯
科
関
連
で
は
有
床
義

歯
機
能
検
査
が
挙
が
っ
て
い

る
。

全
国
最
低
水
準
。

　

協
会
は
、
東
京
都
や
兵
庫

県
並
み
に
少
な
く
と
も
中
学

卒
業
ま
で
助
成
す
る
よ
う
要

望
す
る
と
同
時
に
、
子
ど
も

が
経
済
的
な
不
安
な
く
受
診

で
き
る
よ
う
、
所
得
制
限
の

撤
廃
を
求
め
て
い
る
。

　

口
腔
保
健
条
例
の
制
定
も

盛
り
込
ん
だ
。
全
国
で
は
、

42
道
府
県
が
制
定
、
３
県
が

条
例
化
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
府
と
の
交
渉
で

は
、
府
は
「
口
腔
保
健
計
画

で
対
応
す
る
」
と
の
見
解
を

示
し
て
い
る
。
協
会
は
「
口

腔
保
健
事
業
を
確
実
に
進
め

る
た
め
に
は
、
条
例
化
は
不

可
欠
」
と
の
立
場
で
、
改
め

て
実
現
を
迫
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
・
大
阪
府

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
計

画
関
係
で
は
、
歯
科
医
療
の

役
割
の
明
確
化
と
歯
科
・
医

科
・
介
護
等
連
携
体
制
の
構

築
の
推
進
を
求
め
る
。

　

ほ
か
に
、
▽
国
保
の
保
険

料
軽
減
▽
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
学
校
へ
の
進
学
者

へ
奨
学
金
制
度
の
創
設
▽
市

町
村
の
歯
科
健
診
へ
の
財
政

支
援
▽
指
導
に
お
け
る
判
定

基
準
の
明
確
化
―
―
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
協
会
の
大
阪
市
内

地
区
は
12
月
18
日
に
大
阪
市

と
の
交
渉
に
取
り
組
む
。

　

府
へ
提
出
し
た
要

望
書
は
、
国
保
や
福

祉
医
療
、
口
腔
保
健

事
業
な
ど
13
分
野
88

項
目
。

　

大
阪
府
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
は
、
入
院
は
就

学
前
に
留
ま
っ
て
お

り
、
所
得
制
限
３
５

７
万
円
（
夫
婦
と
子

ど
も
２
人
世
帯
）
は

共済部からお知らせ

保険医年金・一時金保険医年金・一時金
の年内着金についての年内着金について

　解約一時金の年内着金をご希望の方
は、①所定の請求書②受取人の印鑑証明
書１通（交付６カ月以内）③解約口番号
の加入者証――を完備の上、12月21日
（月）協会必着でお送り下さい。なお、一
時金着金が年始でも保険会社が年内に最
終手配した分（12月29日まで）は今年の
所得となりますのでご注意下さい。詳し
くは共済部まで。

咀嚼と健康寿命の関係を分かりやすく講演した水口氏（右）と
講演を聴く参加者（左）＝３日、Ｍ＆Ｄホール 　　　　　　　

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院

高
齢
者
歯
科
分
野
教
授　
　

難波髙島屋前で街宣

署
名
協
力
呼
び
か
け

歯
科
で
は
57
件
提
案

新
年
号
へ
の
投
稿
を
募
集

次
期
改
定
へ
医
療
技
術
評
価

水
口
俊
介
氏
が
講
演

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

子ども医療の充実など要望子ども医療の充実など要望

２
０
１
６　
　

２
０
１
６　
　

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定


